
福祉懇談会（東部地区） 

日時：令和４年８月１８日（木）10:00～11:15 

会場：勤労青少年ホーム 

※アンケート調査の実施 

対象４１名内３２名より回答 回収率 78.05％ 

出席者 

新津東部地区社協：古川会長、石澤副会長、中野副会長、徳永会計監査、小林委員 

秋葉区健康福祉課：相馬課長、齋藤係長 

秋葉区社協：坂井事務局長、横山事務局長補佐、佐藤、市橋、宮腰 

 

 

課題 取り組み 備考 

コミ協への理解 

・コミ協活動が地域の皆さんに周知されていない 

・コミ協活動に関心をもってもらうにはどうすれば良いか     

活動計画への理解 

・活動計画を地域の皆さんがどのくらい理解、興味をも

ってくれるか 

・地域活動に参画してもらうには、どうしたらよいか 

 

コミ協の基本理念・基本目標に沿ってすすめていく 

・コミ協活動の周知 

 →地域の皆さんの意識を高めるには、周知方法の検討等が必要で

ある 

・コミ協と自治会・町内会役員が協働し、様々な活動に取り組めるよう

工夫・検討する 

・コミ協活動に参画や、地域の皆さんの理解を得られるような工夫を

検討する 

意識の向上を図り、取り組みへつなげる 

・様々な会議の報告をするしくみを検討する 

・支え合いのしくみづくり会議等、会議の内容を回覧板やメールで報

告する 

  

コミ協・地区社協 

 

コミ協 

 

コミ協・自治会町内会 

 

コミ協・地区社協 

 

 

 

 

自治会、コミ協役員の高齢化 

・少子高齢化で役員の担い手がいない 

・世代交代、後任者育成 

 

各世代の参画や女性役員の登用など検討 

・地域の若い世代からコミ協、自治会・町内会活動に興味を持っても

らう機会を設ける 

・役員に女性の登用も考える(新しい視点がある) 

 

コミ協・地区社協 

自治会町内会 

 



課題 取り組み 備考 

体制づくり 

・単一自治会・町内会だけでは対応が難しい 

→コミュニティ単位で対応 

 

情報交換 

・地区内や自治会・町内会内にある様々な団体の代表に集まっても

らい意見交換会を開催する 

→地域の皆さんの交流の場につながる 

 

コミ協・自治会町内会 

 

行事、交流の場 

・コロナ禍で行事・交流の場が減少し参加者も減少傾向

にある 

・地域の皆さんがどんな行事・内容を望んでいるのか具

体的に知りたい 

 

取り組み 

・交流の場「新津川～～～」大変好評だった 

→今後も継続していく 

・行事の開催 

→多世代交流、コミ協事業に関心を持ってもらうきっかけにしていく 

・巡回型事業を検討する 

・隣接コミ協との情報交換や交流なども検討する 

・自治会・町内会の多世代交流事業に対して助成・応援を行っている 

 →今後も継続していく 

・反省会を兼ねた懇親会を設定（男性の参加が見込まれる） 

 

コミ協・地区社協 

自治会町内会 

見守り、相談 

・一人暮らしや高齢者のみの世帯が増えている 

→ゴミ出しが難しくなる場合が多い 

→見守りが必要な世帯が増えている 

→困った時の相談相手が必要 

 

 

 

見守り方について 

・見守りを地域単位で実施する 

・サロンが見守りの場になっていると再認識したため、継続し支え合い

へ繋げていく 

・福祉委員に相談しやすい環境づくりを検討する 

・地域の皆さんがふれあえる場を設け、地域の助け合いや見守りに繋

げていく 

 

地区社協・福祉委員

自治会町内会 

 



災害時 

・災害時支援につなげるために、日頃から地域を超えた 

助け合いが必要 

 

地域を超えた助け合い 

・災害時、新津東部地区内で助け合えるしくみを検討する 

コミ協・地区社協 

自治会町内会 

孤立死、孤独死への対応 

・早めに気付くことのできるしくみが必要 

 

高齢者の閉じこもり 

・日頃からご近所との良い関係づくりが必要となる 

・予防のために行事等の参加を促す 

・向こう三軒両隣の大切さを啓発する 

 

自治会町内会 

 


